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2広報せきかわ　2010・７月号 

　
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
担
い

手
の
不
足
、
農
業
所
得
の
激
減
な

ど
、
農
業
を
め
ぐ
る
厳
し
い
環
境

の
中
で
も
意
欲
を
も
っ
て
農
業
に

取
り
組
め
る
環
境
を
作
り
、
水
田

の
有
効
活
用
や
自
給
率
の
向
上
を

目
的
と
し
て
平
成
二
十
三
年
四
月

に
導
入
さ
れ
る
制
度
で
す
。 

　
本
格
実
施
に
向
け

て
、
平
成
二
十
二
年

四
月
か
ら
二
つ
の
モ

デ
ル
事
業
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。 

　
ひ
と
つ
は
「
米
戸

別
所
得
補
償
モ
デ
ル

事
業
」
で
す
。
こ
れ

は
、
米
の
生
産
数
量

目
標
に
従
っ
て
生
産

す
る
販
売
農
家
等
に

対
し
て
、
主
食
用
米

の
作
付
面
積
十
�
あ

た
り
一
万
五
千
円
を

定
額
交
付
し
、
さ
ら

に
米
の
価
格
が
下
落

し
た
場
合
は
追
加
の

補
て
ん
も
行
い
ま
す
。 

　
も
う
ひ
と
つ
は
「
水

田
利
活
用
自
給
力
向
上
事
業
」
で

す
。
こ
れ
は
、
水
田
で
麦
・
大
豆

等
を
生
産
す
る
農
家
に
、
主
食
用

米
と
同
等
の
所
得
を
確
保
で
き
る

支
援
を
行
い
ま
す
。 

　
二
つ
の
事
業
に
つ
い
て
、
も
う

少
し
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。 

 

●
交
付
対
象
者 

　
　
「
生
産
数
量
目
標
」
の
範
囲

　
内
で
主
食
用
米
の
生
産
を
行
っ

　
た
販
売
農
家
・
集
落
営
農
（
水

　
稲
共
済
加
入
者
）
が
対
象
と
な

　
り
ま
す
。 

 

●
交
付
対
象
面
積 

　
　
主
食
用
米
の
作
付
面
積
か
ら
、

　
自
家
飯
米
・
縁
故
米
用
に
供
さ

　
れ
る
分
と
し
て
、
一
律
十
�
を

　
差
し
引
い
た
面
積
と
な
り
ま
す
。 

 

●
交
付
単
価
（
全
国
一
律
） 

《
定
額
部
分
　
十
�
あ
た
り
》 

　
一
万
五
千
円 

 

《
変
動
部
分
　
十
�
あ
た
り
》 

　
　
二
十
二
年
産
の
販
売
価
格
が
、

　
過
去
三
年
間
の
販
売
価
格
を
下

　
回
っ
た
場
合
に
そ
の
差
額
を
基

　
に
算
定
し
ま
す
。 

戸
別
所
得 

補
償
制
度
と
は
… 

米
戸
別
所
得
補
償 

モ
デ
ル
事
業 

戸
別
所
得
補
償
制
度 

に
つ
い
て 

説
明
し
ま
す 

定額部分と変動部分について 
下図を参考にしてください 

標
準
的
な
販
売
価
格 

（
過
去
３
年
の
平
均
） 

当
年
度
の
販
売
価
格 

当
年
度
の
販
売
価
格 

変動部分 

変動部分なし 

定額部分 
15,000円 
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水
田
利
活
用 

自
給
力
向
上
事
業 

●
交
付
対
象
者 

　
　
水
田
で
麦
・
大
豆
・
米
粉
用

　
米
・
飼
料
用
米
な
ど
を
生
産
す

　
る
販
売
農
家
が
対
象
と
な
り
ま

　
す
。 

 

●
交
付
対
象
面
積 

　
　
水
田
で
交
付
対
象
と
な
る
作

　
物
を
作
付
け
し
て
い
る
面
積
と

　
な
り
ま
す
。 

 

●
激
変
緩
和
措
置 

　
　
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

　
団
地
化
・
集
団
化
な
ど
、
地
域

　
で
の
生
産
体
制
を
維
持
す
る
た

　
め
に
、
交
付
単
価
が
現
行
の
産

　
地
確
立
交
付
金
な
ど
こ
れ
ま
で

　
の
対
策
に
比
べ
て
減
少
す
る
地

　
域
に
お
い
て
交
付
額
の
調
整
を

　
行
い
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先
　
農
林
観
光
課
農
林
振
興
班 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
六
四
―
一
四
四
七 

　
　
　
　
　
　
　
Ｊ
Ａ
に
い
が
た
岩
船
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
六
二
―
〇
〇
五
五 

申
請
か
ら
交
付
ま
で
の
流
れ 

加入申請 （経由） 

６月末で終了 

加入申請書 
作付面積確認依頼書 

交付申請 （経由） 

10月頃から 

交付申請書 

交付対象面積通知 

関
川
村
水
田
農
業 

　
推
進
協
議
会 

交付金交付（主食用米の定額部分、主食用米以外の作物に対する交付金） 

交付金交付（主食用米の変動部分） 

年内開始（12月～） 

年度内（～３月） 

農
　
　
業
　
　
者 

国
（
農
政
事
務
所
） 

単価（10㌃あたり） 

３５，０００円 

８０，０００円 

２０，０００円 

 

 

 

１５，０００円 

　　　作　　　物 

麦・大豆・飼料作物 

新規需要米 

（米粉用・飼料用・バイオ 

　燃料用米等） 

そば・なたね・加工用米 

 

その他作物 

 

二毛作助成 

●交付単価（全国一律） 

県で単価を設定します。（10,000円） 

　枝豆・いちご・西洋ナシ・ゆり切り花 

　　　　　 １１，５００円（検討中） 

　地力増進作物・景観形成作物 

　　　　　　 ６，０００円（検討中） 
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１　保険証の更新について 

◎８月１日から保険証が変わります（新しい保険証はオレンジ色です） 
　現在お使いの後期高齢者医療制度の保険証は、 

７月31日で有効期限が切れますので、８月１日 

からは新しい保険証となります。 

　新しい保険証は、７月下旬に送付予定です。 

 

◎医療費の自己負担割合について 

　　毎年、同一世帯の後期高齢者医療制度加入者の前年中の所得に応じて、医療費の自己負担割合を判

　定しています。７月に送付する新しい保険証に記載されている「１割」または「３割」は、８月１日

　から１年間適用となる医療費の自己負担割合です。 

Vol .１　保険証の一斉更新および保険料のお知らせについて 

旧保険証 
（空色） 

７/ 31まで有効 

新保険証 
（オレンジ色） 

８/１から有効 

・・・・・ 

同一世帯の後期高齢者医療制度加入者の中に、住民税課税所得が145万円 

以上の所得者がいない方 

 

 住民税課税所得が145万円 

以上の所得者がいる場合で 

も、右に該当する方は申請 

により１割負担となります。 

同一世帯の後期高齢者医療制度加入者の中に、住民税課税所得が145万円 

以上の所得者がいる方 

一定の要件を満たす場合は、申請により１割負担となります。 

（上記、『１割負担となる方』参照） 

１割負担 

となる方 

３割負担 

となる方 

○同一世帯に加入者が１人の場合 

　その方の収入の合計金額が383万円未満 
　（または、その方の収入と同一世帯の70～74 
　歳の方全員の収入の合計金額が520万円未満） 

○同一世帯に加入者が複数いる場合 

　加入者全員の収入の合計金額が520万円未満 

２　平成22年度の保険料について 

◎７月中旬に、年間保険料額の通知書を送付します 

　　　保険料額の計算方法 
　　　　○『均等割額』＋『所得割額』が年間保険料額となります。（賦課限度額は50万円） 

　　　　　【均等割額】１人あたり年間35,300円となります。 

　　　　　【所得割額】平成21年中の総所得金額等をもとに算定します。 

　　　　　　　所得割額 ＝ [平成21年中の総所得金額等　－　基礎控除33万円]　×　7.15％ 
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３　保険料の納付方法について 

　平成22年度の保険料の納付方法・納付時期 

◆４月の年金からすでに納入している方【特別徴収】 

　 

 

　　　　10・12・２月の納付額・・・確定した年間保険料額から、４・６・８月の納付額を差し引いた残額を 
　　　　　　　　　　　　　　　　　10・12・２月の年金から納めていただきます。 

 
◆７月から納付書または口座振替で納めていただく方【普通徴収】 

○所得の低い方への軽減 
　平成21年中の所得状況に応じて保険料が軽減されます。 

   
○制度加入前日において会社の健康保険などの被用者保険の被扶養者であった方への軽減 
　制度に加入された時から保険料が軽減されます。平成22年度の年間保険料額は3,500円となります。

　（市町村国保、国保組合などの被扶養者の方は対象となりません)

保険料の軽減制 度（申請手続きは不要） 

４　月 

年　金 

６　月 

年　金 

８　月 

年　金 

10　月 

年　金 

12　月 

年　金 

２　月 

年　金 

４月～６月 

納付なし 

７月～３月 

納付書または口座振替 

平成22年度国民健康保険税率が改正されました 
 
　国民健康保険税は、国民健康保険制度を支える大切な財源の一つとなっています。 

　村の国民健康保険財政は医療費の増加等により大変厳しい状況で、このたび国民健康保険税率の改正

が行われました。 

国民健康保険税に関する問い合わせ先　　税務会計課税務班　TEL 64－1451

後期高齢者医療制度に関する問い合わせ先　　住民福祉課福祉保険班　TEL 64－1472

◆平成22年度国民健康保険税率 

次の方は軽減が受けられます 

　平成21年３月31日以降に離職し、

雇用保険の特定受給資格者または雇用

保険の特定理由離職者として失業給付

を受ける方は軽減の対象となります。 

※雇用保険受給資格者証の離職理由欄

　に「11，12，21，22，23，31，32，33，34」

　のいずれかのコードが記載されてい

　る方は、雇用保険受給資格者証と印

　鑑を持って役場税務会計課で手続き

　してください。 

（注）介護保険分は40歳以上65歳未満の被保険者に課税されます。 

区分 

所得割 

均等割 

平等割 

賦課限度額 

医療保険分 

6.40％ 

19,000円 

18,000円 

50万円 

後期高齢者 
支援金分 

3.00％ 

7,000円 

8,000円 

13万円 

介護保険分 

1.70％ 

11,000円 

― 

10万円 

医療保険分：所得割　6.20％→6.40％ 

　　　　　　均等割　17,000円→19,000円 

介護保険分：所得割　1.40％→1.70％ 

改
正
箇
所 
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【趣　旨】 

□年金時効特例法（平成19年７月施行）により、年金記録の回復に伴って年金（過去５年よりも

　以前の分）をさかのぼってお支払いしています。  

□今回の遅延加算金法は、当時の年金（時効特例給付）が現在価値に見合う額になるように、物

　価上昇相当分を遅延加算金としてお支払いするものです。 

【請求が必要な方の手続き】 

□出来る限り簡単に手続きをしていただけるよう、加算金の額を含め、あらかじめ必要な事項を

　印字したダイレクトメールを一定の要件を満たす方に順次発送します。 

年金記録の回復に伴って年金（時効特例給付）が支払われた 

方に物価上昇分の加算金（遅延加算金）が支払われます 

平成22年４月30日から「遅延加算金法」が施行されました 

（※）一定の条件を満たすご遺族の方も遅延加算金のお支払いの対象となります。 

問い合わせ先　　新発田年金事務所　お客様相談室　TEL０２５４－２３－２１２８ 

遅延加算金詐欺にご注意！ 

　年金事務所の職員を装って「遅延加算金をお支払します」とだまし、お金を振り

込ませる詐欺事件にご注意ください。 

・遅延加算金をATMでお支払いすることは絶対にありません。 

・携帯電話を持ってATMへと言われたら遅延加算金詐欺です。 

・相手の言った電話番号をう呑みにせず、電話帳などで電話番号を確認して関係機

　関に問い合わせましょう。 

【対象となる方】 

　平成21年４月30日（遅延加算金法の

公布日前日）以前に時効特例給付が支

払われた方 

　平成21年５月１日（遅延加算金法公

布日）以降に時効特例給付が支払われ

た方、または、これから支払われる方 

請求手続が必要となります。 

（※）平成22年４月30日から５年 

　　　以内にご請求ください。 

請求手続は不要です。 

（※）自動的に手続きを行い、お支

　　　払いします。 
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　社団法人にいがた緑の百年物語緑化推進委員会が

行った緑の募金に、一般家庭のほか小・中学校や緑

の少年団などから、1,694件、21万4,111円が寄せ

られました。 

　寄せられた募金は、公共施設の緑化や学校林、緑

の少年団育成、植樹祭や普及活動など森を守り育て

る活動に使われます。大変ありがとうございました。 

大
変
あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
し
た 

緑の募金に21万円が寄せられました 

情報公開制度とは？ 
　村が保有している公文書を請求に応じて公開す
る制度で、どなたでも請求することができます。
　公文書は原則として公開しますが、法律などで
非公開とされるもの、個人のプライバシーに関す
るものなど、一定の理由で公開できない場合があ
ります。 

村の情報公開制度 
平成21年度の実施状況をお知らせします 

■平成21年度情報公開実施状況 

情 報 公 開 請 求 件 数  

開 示 件 数  非開示件数 

全部開示 一部開示 

不 服 申 立 件 数  審査機関 
への諮問 異議申立 審査請求 

訴　訟 

６件 

０件 

５件 
４件 １件 

１件 

－ － － － 

 
六
月
定
例
村
議
会 

報

　

　

告

 
専

　

　

決

 
議

　

　

案

 

補

正

予

算

 

議 会 の  
動 　 き  

会
期
　
六
月
九
日
〜
十
七
日 

　
六
月
定
例
村
議
会
が
六
月
九
日

か
ら
十
七
日
ま
で
、
九
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
主
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す
。 

  

■
　
関
川
村
自
然
環
境
管
理
公
社

の
経
営
状
況
報
告 

■
岩
船
地
域
土
地
開
発
公
社
の
経

営
状
況
報
告 

＊
―
右
の
二
件
は
、
平
成
二
十
一

年
度
の
事
業
並
び
に
収
支
決
算
、

平
成
二
十
二
年
度
の
事
業
・
予
算

に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
で
す
。 

■
平
成
二
十
一
年
度
一
般
会
計
継

続
費
に
係
る
繰
越
額
の
報
告 

＊
―
防
災
無
線
整
備
事
業
の
予
算

残
額
全
額
を
平
成
二
十
二
年
度
に

繰
り
越
す
も
の
で
す
。 

■
平
成
二
十
一
年
度
一
般
会
計
継

続
費
に
係
る
精
算
額
の
報
告 

＊
―
統
合
小
学
校
建
設
事
業
費
の

精
算
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
で
す
。 

 
　 ■

税
条
例
の
一
部
改
正 

＊
―
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。 

■
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正 

＊
―
地
方
税
法
の
改
正
や
医
療
費
、

介
護
給
付
費
の
増
額
に
よ
り
税
率

な
ど
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。 

 

　 ■
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
改
正 

＊
―
平
成
二
十
一
年
度
に
実
施
し

た
村
内
三
地
区
で
の
携
帯
電
話
中

継
局
設
置
工
事
が
平
成
二
十
一
年

度
に
完
成
し
、
す
で
に
あ
る
村
内

三
か
所
の
中
継
局
に
加
え
る
も
の

で
す
。 

■
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
改
正 

■
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
改
正 

＊
―
右
の
二
件
は
、
育
児
休
業
等

を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
条
例
改

正
で
す
。
改
正
内
容
は
、
育
児
休

業
を
取
得
し
や
す
く
す
る
た
め
、

取
得
条
件
の
緩
和
と
範
囲
の
拡
大

を
行
う
も
の
で
、
職
員
に
つ
い
て

も
同
様
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。 

■
消
防
団
設
置
条
例
の
改
正 

＊
―
消
防
組
織
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
条
例
改
正
す
る
も
の
で
す
。 

■
幾
地
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設

の
総
合
整
備
計
画
の
策
定 

■
七
ケ
谷
南
部
辺
地
に
係
る
公
共

的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
の
策
定 

■
片
貝
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設

の
総
合
整
備
計
画
の
策
定 

■
金
丸
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設

の
総
合
整
備
計
画
の
策
定 

■
女
川
東
部
辺
地
に
係
る
公
共
的

施
設
の
総
合
整
備
計
画
の
策
定 

＊
―
右
の
五
つ
は
、
辺
地
法
に
基

づ
き
、
村
内
五
辺
地
に
つ
い
て
総

合
整
備
計
画
を
定
め
る
も
の
で
す
。 

  

■
平
成
二
十
一
年
度
各
会
計
補
正

予
算 

＊
―
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
、
国
民
健
康
保
険

関
川
診
療
所
特
別
会
計
、
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
、
宅
地
等
造
成

特
別
会
計
に
つ
い
て
、
決
算
を
見

通
し
て
予
算
を
計
上
し
た
も
の
で

す
。
な
お
、
決
算
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
広
報
せ
き
か
わ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 
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　５月22日、大石・山と川に親しむ会（高

橋八男代表）主催の「大石川源流と月夜平

ブナ原生林探訪会」が行われ、村内外から

約40人が参加しました。 

　参加者は、東俣彫刻公園を出発し、山と

川の達人の説明に耳を傾けながら、歩くこ

と約二時間。三千坪のブナ原生林のある月

夜平に到着しました。到着後は、山菜入り

の豚汁が振る舞われたほか、新発田市など

から参加したボランティアの皆さんによる

ハーモニカのコンサートも行われ、参加者

は、豊かな自然の中でハーモニカのきれい

な音色に耳を澄ませていました。 

　
六
月
三
日
、
関
川
中
学

校
の
一
年
生
六
十
四
人
が

道
の
駅
周
辺
や
村
ス
ポ
ー

ツ
公
園
、
下
関
駅
、
東
桂
苑
、

元
気
坂
な
ど
で
、
ご
み
拾

い
や
草
と
り
な
ど
の
奉
仕

活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
「
総
合
」
授
業

の
一
環
で
、
通
学
路
や
普

段
使
っ
て
い
る
場
所
を
き

れ
い
に
す
る
こ
と
、
そ
し

て
仲
間
と
一
緒
に
一
つ
の

こ
と
を
や
り
遂
げ
る
こ
と

が
目
的
。
二
・
三
年
生
も

奉
仕
活
動
を
行
っ
て
い
て
学
校
全

体
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
当
日
は
班
ご
と
に
分
か
れ
て
作

業
を
実
施
。
村
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で

ご
み
拾
い
を
し
て
い
た
金
凛
花
さ

ん
（
辰
田
新
）
は
「
地
域
に
役
立

っ
て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。
こ
の

先
も
き
れ
い
な
村
で
あ
っ
て
ほ
し

い
で
す
」
と
一
生
懸
命
作
業
を
頑

張
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
佐
藤

亜
美
さ
ん
（
蔵
田
島
）
は
「
ご
み

を
拾
う
こ
と
で
村
が
き
れ
い
に
な

っ
て
い
く
の
は
良
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

一
年
生
の
皆
さ
ん
は
、
汗
を
流
し

て
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
い
つ
ま
で
も
き
れ
い
な
村
で
あ

っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。 

い
つ
ま
で
も
き
れ
い
な
村
で 

関
川
中
一
年
生
が
奉
仕
活
動 

森の元気を取り込もう 
月夜平ブナ原生林探訪会 

森の元気を取り込もう 
月夜平ブナ原生林探訪会 

▲夢をテーマにして児童と交流を図りました 

将来の官僚が特別講師 
　
六
月
七
日
か
ら
十
一
日
ま
で
の

五
日
間
、
平
成
二
十
二
年
度
に
入

省
し
た
国
家
公
務
員
の
若
手
官
僚

が
関
川
村
を
訪
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
「
初
任
行
政
研
修
」

の
一
環
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

地
方
自
治
体
の
実
情
を
学
ん
で
も

ら
お
う
と
、
村
が
受
け
入
れ
て
い

る
も
の
。
訪
れ
た
の
は
、
総
務
、

法
務
、
財
務
、
経
済
産
業
省
に
今

年
採
用
さ
れ
た
四
人
の
研
修
生
。

高
齢
者
の
お
宅
訪
問
や
登
山
道
の

整
備
、
農
作
業
な
ど
を
行
い
、
地

方
自
治
体
の
職
員
な
ら
で
は
の
仕

事
を
体
験
し
ま
し
た
。 

　
六
月
八
日
は
、
関
川
小
学
校
で

五
・
六
年
生
を
対
象
に
、
勤
労
感

を
養
い
、
夢
を
持
っ
て
も
ら
お
う

と
特
別
授
業
に
参
加
。
研
修
生
か

ら
自
分
た
ち
の
仕
事
に
つ
い
て
分

か
り
や
す
く
児
童
に
説
明
し
た
後
、

児
童
か
ら
「
プ
ロ
野
球
選
手
に
な

り
た
い
」
「
パ
テ
ィ
シ
エ
ー
ル
に

な
り
た
い
」
な
ど
夢
が
発
表
さ
れ
、

研
修
生
は
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
り
児

童
と
交
流
を
図
り
ま
し
た
。 

　
法
務
省
の
吉
本
光
歩
さ
ん
は 

「
子
ど
も
た
ち
が
将
来
や
り
た
い

仕
事
を
見
つ
け
る
た
め
に
も
、
色 

々
な
こ
と
を
経
験
し
て
夢
を
み
つ

け
て
ほ
し
い
で
す
」
と
感
想
を
話

し
て
い
ま
し
た
。 



「
が
ん
ば
れ
　

「
が
ん
ば
れ
　
関
川
っ
子
　
」

関
川
っ
子
　
」 

！ 

！！！！ 

「
が
ん
ば
れ
　

「
が
ん
ば
れ
　
関
川
っ
子
　
」

関
川
っ
子
　
」 

！ 

！！！！ 
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六
月
一
日
、
青
少
年
育
成
関
川

村
民
会
議
（
伝
信
男
会
長
）
か
ら

関
川
小
学
校
へ
「
が
ん
ば
れ
！
関

川
っ
子
！！
」
と
書
か
れ
た
横
断
幕

の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
横
断
幕
は
小
学
校
の
統
合
に
伴

い
贈
ら
れ
た
も
の
で
、
子
ど
も
た

ち
に
健
全
に
す
く
す
く
育
っ
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
贈
呈
式
で
は
、
先
日
行
わ

れ
た
運
動
会
で
赤
組
・
白
組

の
応
援
団
長
を
務
め
た
渡
辺

海
斗
さ
ん
（
六
年
・
下
関
）、

須
貝
亮
太
さ
ん
（
六
年
・
高

田
）
が
児
童
を
代
表
し
、
伝

信
男
会
長
か
ら
横
断
幕
を
受

け
取
り
ま
し
た
。 

　
渡
辺
海
斗
さ
ん
は
「
横
断

幕
を
見
る
と
、
運
動
会
で
一

生
懸
命
応
援
し
た
達
成
感
を

思
い
出
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
横
断
幕
を
見
て
頑
張
り
た

い
で
す
」
と
話
し
、
須
貝
亮

太
さ
ん
も
「
が
ん
ば
れ
！
関

川
っ
子
！！
の
横
断
幕
を
見
て

学
校
生
活
を
頑
張
り
た
い
で

す
」
と
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
の
気
持
ち

を
述
べ
ま
し
た
。 

　
横
断
幕
の
大
き
さ
は
横
九
メ
ー

ト
ル
、
縦
一
メ
ー
ト
ル
で
、
現
在

は
関
川
小
学
校
の
体
育
館
に
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
後
は
郡
市
陸
上
カ
ー
ニ
バ
ル

や
運
動
会
の
会
場
な
ど
に
掲
げ
ら

れ
る
予
定
で
す
。 

「
が
ん
ば
れ
　
関
川
っ
子
　
」 

関
川
小
学
校
へ
横
断
幕
を
贈
呈 

！ 

！！ 

600人のランナーが健脚を競う！！ 

 

 

　「第37回関川マラソン」が、６月20日、安角ふれあい自然
の家（旧安角小学校）グラウンドをスタート、ゴール会場に
して行われました。 
　今回は広島県をはじめ、村内外からたくさんのランナーが
参加。過去最高となる660人のランナーが完走しました。 

※○数字は順位。１位のみ掲載。ただし、村内参加者は６位
　まで掲載。敬称略。 

■３kmの部 
－小学生男子－ 
①梅田　太成（加茂市）12分15秒 
③小澤　陽大（小見前新田）12分40秒 
⑥渡辺　　樹（南赤谷）12分51秒 
－小学生女子－ 
①武藤　里奈（五泉市）12分21秒 
－一般女子－ 
①渡辺　　唯（大島）　14分14秒 
②田村　美樹（平内新）14分14秒 
③山本　智夏（小見）　14分14秒 
⑤平田　里奈（松平）　14分52秒 
■５kmの部 
－中学生男子－ 
①近　　健人（村上市）17分13秒 
②加藤　護男（鮖谷）　17分59秒 
③佐藤　夢希（大島）　18分10秒 
④小嶋　夏希（上土沢）18分53秒 
⑥須貝　惣太（高田）　19分40秒 
－35歳未満男子－ 
①後藤　拓馬（鶴岡市）15分19秒 
　　　　　　　　　　※大会記録 

－35歳未満女子－ 
①佐藤　万里（村上市）19分57秒 
　　　　　　　　　　※大会記録 
－35歳以上男子－ 
①石塚　元晴（新潟市）16分05秒 
　　　　　　　　　　※大会記録 
－35歳以上女子－ 
①伊藤　礼子（新潟市）21分23秒 
－50歳以上男子－ 
①佐藤　　健（酒田市）18分37秒 
■15kmの部 
－35歳未満男子－ 
①五頭　智彦（新潟市）52分47秒 
－35歳未満女子－ 
①増田安希子（胎内市） 
　　　　　　　　１時間02分15秒 
　　　　　　　　　　※大会記録 
⑤伊藤　志保（下関） 
　　　　　　　　１時間11分14秒 
－35歳以上男子－ 
①岩崎　　覚（上越市）53分34秒 
 

－35歳以上女子－ 
①圓山　優子（新潟市） 
　　　　　　　　１時間08分49秒 
－45歳以上女子－ 
①本間　好子（新発田市） 
　　　　　　　　１時間10分37秒 
－50歳以上男子－ 
①米木　　勇（新潟市） 
　　　　　　　　１時間01分20秒 
－60歳以上男子－ 
①田中　克幸（村上市） 
　　　　　　　　１時間10分33秒 
　　　　　　　　　　※大会記録 

600人のランナーが健脚を競う！！ 
第37回 関川マラソン大会 
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★申込締切　７月★申込締切　７月23日（金）（金） 

★花火の価格★花火の価格 
　梅（三号）…　梅（三号）… 5,800円 

　竹（四号）…　竹（四号）… 9,000円 

　松（五号）…　松（五号）…12,700円 

　鶴（六号）…　鶴（六号）…17,000円 

　亀（七号）…　亀（七号）…24,500円 

　富士　富士（八号）（八号）…35,000円 

　寿（十号）…　寿（十号）…50,000円 

★特　　典★特　　典 
　打ち上げていただいた方に 

　◎特別打上証書（写真付き）

　　を贈呈 

　◎当日の観覧は、特別見学　◎当日の観覧は、特別見学

　　席をご用意 

★申し込み★申し込み・問い合わせ問い合わせ 
　関川村観光協会 
　　（役場農林観光課内） 

　☎02540254－6464－14781478（直通）（直通） 

花火に想いを託してみませんか？ 

★申込締切　７月23日（金） 

★花火の価格 
　梅（三号）… 5,800円 

　竹（四号）… 9,000円 

　松（五号）…12,700円 

　鶴（六号）…17,000円 

　亀（七号）…24,500円 

　富士（八号）…35,000円 

　寿（十号）…50,000円 

★特　　典 
　打ち上げていただいた方に 

　◎特別打上証書（写真付き）

　　を贈呈 

　◎当日の観覧は、特別見学

　　席をご用意 

★申し込み・問い合わせ 
　関川村観光協会 
　　（役場農林観光課内） 

　☎0254－64－1478（直通） 

　荒川の水防活動に、長年にわたって尽力

された村消防団長の菅原修さん（片貝）が、

日本河川協会から表彰されました。 

　菅原団長はこれまで、水防活動や消火活

動など消防団員として地域に貢献。「これ

からも村民のためにより一層頑張りたい」

と話していました。 

　地域の食生活改善推進員活

動に、長年にわたって尽力さ

れた津野倫子さん（下関）に、

県食生活改善推進員協議会（外

山迪子会長）から表彰状が贈

られました。 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

　
村
消
防
団
長
　
菅
原
　
修
さ
ん（
片
貝
）
が 

　
　
　
　
　
　
　

河
川
功
労
表
彰 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

　
津
野
倫
子
さ
ん（
下
関
）
が 

　
　
　
　
　
　
　
優
良
会
員
表
彰 

　
五
月
三
十
日
、
大
石
・
山
と
川

に
親
し
む
会
（
�
橋
八
男
代
表
）

主
催
の
大
石
ダ
ム
花
い
っ
ぱ
い
活

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
地
元
住
民
な
ど
約
五

十
人
が
参
加
。
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

や
ベ
ゴ
ニ
ア
な
ど
を
プ
ラ
ン
タ
ー

に
植
え
、
大
石
ダ
ム
周
辺
に
設
置

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
大
石
ダ
ム

周
辺
を
花
で
い
っ
ぱ
い
に
し
て
、

来
訪
者
へ
の
お
も
て
な
し
や
思
い

や
り
の
心
を
育
て
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。  

　
六
月
三
日
、
下
関
保
育
園
駐
車

場
で
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
運
動
は
、
村
商
工
会
青
年

部
（
須
貝
博
毅
部
長
）
と
女
性
部

（
佐
藤
秀
子
部
長
）
が
共
催
し
て

毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
。
当
日

は
、
青
年
部
と
女
性
部
員
約
二
十

人
の
ほ
か
、
下
関
保
育
園
の
年
長

児
三
十
人
が
参
加
。
園
児
た
ち
は
、

白
や
ピ
ン
ク
、
紫
の
ペ
チ
ュ
ニ
ア

を
五
十
個
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
、

移
植
後
は
下
関
駅
前
通
り
の
各
商

店
に
寄
贈
し
ま
し
た
。 

〜
各
地
で
花
植
え
〜 

花
で
い
っ
ぱ
い
に 

　今年で　今年で2323回目を迎える、えちごせきかわ大したもん蛇ま回目を迎える、えちごせきかわ大したもん蛇ま

つりは、８月つりは、８月27日（金）（金）からから29日（日）（日）の３日間にわたり盛の３日間にわたり盛

大に開催されます。大に開催されます。 

　まつりの華となる花火大会は、８月　まつりの華となる花火大会は、８月28日（土）（土）午後７時打午後７時打

上開始。そのなかで今年も「思い出花火」を皆さんから募上開始。そのなかで今年も「思い出花火」を皆さんから募

集しています。お誕生祝いやご結婚、七五三に成人式、還集しています。お誕生祝いやご結婚、七五三に成人式、還

暦や長寿、記念日などの思い出を花火に託して、夜空に大暦や長寿、記念日などの思い出を花火に託して、夜空に大

輪の花を咲かせてみてはいかがですか。輪の花を咲かせてみてはいかがですか。 

　今年で23回目を迎える、えちごせきかわ大したもん蛇ま

つりは、８月27日（金）から29日（日）の３日間にわたり盛

大に開催されます。 

　まつりの華となる花火大会は、８月28日（土）午後７時打

上開始。そのなかで今年も「思い出花火」を皆さんから募

集しています。お誕生祝いやご結婚、七五三に成人式、還

暦や長寿、記念日などの思い出を花火に託して、夜空に大

輪の花を咲かせてみてはいかがですか。 



夏の交通事故防止運動 

堀と柳の春まつり 
　街並み見学ツアーも好評 
堀と柳の春まつり 
　街並み見学ツアーも好評 
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堀と柳の春まつり 
　街並み見学ツアーも好評 

　
五
月
三
十
日
、
役
場
前
の
「
柳

と
せ
せ
ら
ぎ
通
り
」
を
中
心
に
、

下
関
堀
と
柳
通
り
の
会
（
佐
藤
成

一
会
長
）
主
催
の
「
堀
と
柳
の
春

ま
つ
り
」
が
開
催
。
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
村
内
外
か
ら
大
勢
の
観
光

客
が
訪
れ
ま
し
た
。 

　
ま
つ
り
で
は
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

な
価
格
で
人
気
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
広
場
や
電
動
立
ち
乗
り
二
輪

車
の
セ
グ
ウ
ェ
イ
、
越
後
関
川
龍

泉
太
鼓
、
関
川
中
学
校
吹
奏
楽
部

の
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
、
大
勢
の

人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
平
田
大
六
村
長
が
ガ
イ

ド
を
務
め
る
「
街
並
み
見
学
ツ
ア

ー
」
で
は
、
普
段
非
公
開
の
佐
藤

邸
や
津
野
邸
、
旧
斉
藤
医
院
、
大

蔵
神
社
な
ど
を
案
内
。
当
日
は
、

大
規
模
な
改
築
が
行
わ
れ
た
佐
藤

内
科
小
児
科
医
院
も
特
別
公
開
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、

平
田
村
長
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら

往
時
の
趣
を
し
の
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
新

潟
市
の
女
性
の
方
は
「
子
ど
も
と

一
緒
に
来
ま
し
た
。
村
長
ガ
イ
ド

は
初
め
て
で
す
が
、
見
て
歩
く
建

物
が
ど
れ
も
す
ば
ら
し
い
で
す
。

ぜ
ひ
来
年
も
来
た
い
で
す
」
と
感

想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。 

 

▲品揃えが豊富で大盛況のフリーマーケット広場 

　
バ
ス
の
車
内
で
発
生
す
る
事
故
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

　
特
に
、
高
齢
化
社
会
の
進
展
と
と
も
に
六
十
五
歳
以
上
の
方
が
過
半

数
を
占
め
て
い
ま
す
。 

　
バ
ス
を
降
り
る
と
き
は
、
バ
ス
が
完
全
に
止
ま
っ
て
か
ら
席
を
立
つ

よ
う
に
し
て
、
立
っ
た
ま
ま
乗
車
す
る
場
合
は
、
吊
革
や
握
り
棒
に
し

っ
か
り
つ
か
ま
っ
て
乗
車
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
バ
ス
の
車
内
で
事
故
に
あ
わ
な
い
た
め
に
も
、
皆
さ
ん
注
意
し
ま
し

ょ
う
。 

● 今年は、前方不注視、動静不注視が原因の追突事故が４割
　を占める。 
● 今年に入ってから、女性ドライバーが関係する事故が多い。
　前年比の２割増。 
● 昨年の６～８月は、居眠りや前方不注視による対向車線は
　み出しの事故が多発。 
● シートベルト・チャイルドシートを着用していなかったた
　め、または正しく使用していなかったため、重傷となった
　ものが多い。 

　この運動は、夏を迎え開放感から来る飲酒運転や無謀運転、

夏休みを利用した旅行等、長距離運転による疲労を原因とする

交通事故の防止やシートベルト・チャイルドシートの着用を呼

びかけ、広く県民に交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実

践を習慣付けることにより、交通事故防止の徹底を図ることを

目的に行われます。 

 
　運動の重点 

　◆飲酒運転の根絶 

　◆無謀・疲労運転の追放 

　◆シートベルトとチャイルドシートの着用の徹底 

夏の交通事故防止運動 

７
月
１
日
〜
７
月
31
日
は 

　
バ
ス
車
内
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

村上警察署管内における交通事故の特徴 

▲保育園交通安全教室 

７月22日（木）～７月31日（土） ７月22日（木）～７月31日（土） 
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健康せきかわ21健康せきかわ21健康せきかわ21

　
村
上
・
岩
船
地
域
で
は
昨
年
、

管
内
の
食
育
活
動
を
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
、

推
進
す
る
た
め
、
村
上
保
健
所
や

企
業
、
農
家
な
ど
が
中
心
と
な
っ

て
食
育
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
イ

ラ
ス
ト
を
募
集
し
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、
こ
の
た
び
村
上
・
岩

船
地
域
オ
リ
ジ
ナ
ル
食
育
マ
ー
ク

「
つ
き
さ
ら
食
育
マ
ー
ク
」
が
で

き
ま
し
た
。
食
育
マ
ー
ク
は
、
食

に
対
す
る
「
あ
り
が
と
う
」
の
気

持
ち
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
わ
か
り
や

す
く
親
し
み
の
あ
る
も
の
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
イ
ラ
ス
ト
の
ハ
ー

ト
は
、
み
ん
な
の
気
持
ち
を
表
現

し
て
い
ま
す
。
手
に
は
お
い
し
い

岩
船
米
、
周
囲
を
管
内

の
特
産
品
で
音
符
の
よ

う
に
囲
み
、
楽
し
く
明

る
い
感
じ
の
マ
ー
ク
と

な
り
ま
し
た
。 

　
村
で
は
今
後
、
毎
月

十
九
日
の
食
育
の
日
な

ど
、
食
に
関
す
る
様
々

な
場
面
で
活
用
し
、
Ｐ

Ｒ
し
て
い
く
予
定
で
す
。 

に関するアンケートの結果から 歯 
先月号に掲載しましたアンケート結果の続きです。 

Ｑ「あなたの口の中には何本の歯がありますか？」 
Ａ　村民の平均の歯の本数は22本ですが、60歳
　　代以降になると急に本数が減るのが分かります。 

　　　20本の歯があるとほとんどの食べ物をかめ

　　ると言われています。 

《パート2》 

　健康づくり支援店とは健康に配慮し、食生活の面から

健康づくりを支援するお店のことです。 

　村でもこの健康づくり支援店に７つのお店が登録して

います。次の４つのマークが健康づくり支援店の目印で

す。 

　今後、県と協力して支援店数の増加と支援店を多くの

人にＰＲできるよう働きかけていきます。 

ご存知ですか？健康づくり支援店 

0
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30
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0
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30代 40代 50代 60代 70代 総計 

30代 40代 50代 60代 70代 総計 

（本） 

（本） 
男性 

歯の平均本数 

女性 
歯の平均本数 

28.9 28.2

24.4

20.2

14.2

22.6

28.7
27.3

24.6

19.0

11.2

21.1

28.9 28.2

24.4

20.2

14.2

22.6

28.7
27.3

24.6

19.0
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笑
う
門

笑
う
門
に
は
に
は

福
来
た
る

福
来
た
る 
笑
う
門

笑
う
門
に
は
に
は

福
来
た
る

福
来
た
る 
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健
康
講
座

健
康
講
座

健
康
講
座

健
康
講
座

健
康
講
座

正
し
い
傷
の
処
置
、
ご
存
知
で
す
か
？ 

県
立
坂
町
病
院
　
外
科
　
番

場

竹

生

 

　
包
丁
で
指
に
切
り
傷
が
で
き
た

時
、
転
ん
で
膝
を
擦
り
む
い
て
し

ま
っ
た
時
、
皆
様
ど
の
よ
う
に
対

処
し
て
い
ま
す
か
？ 

　
医
療
の
世
界
は
日
進
月
歩
と
よ

く
い
わ
れ
ま
す
が
、
傷
の
治
療
方

法
も
最
近
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま

す
。 

　
私
が
医
者
と
し
て
働
き
始
め
た

約
十
年
前
は
、
傷
の
治
療
の
基
本

と
い
え
ば
一
に
も
二
に
も
「
消
毒
」

と
「
ガ
ー
ゼ
」
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
こ
の
「
消
毒
」
と
い
う
行
為

が
、
か
え
っ
て
傷
の
治
り
を
悪
く

し
て
し
ま
う
、
と
い
う
の
が
最
近

の
新
し
い
考
え
方
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

　
そ
も
そ
も
、
私
た
ち
の
体
が
傷

を
治
そ
う
と
す
る
時
、
ま
ず
傷
の

部
分
を
覆
う
よ
う
に
体
液
（
浸
出

液
）
が
に
じ
み
で
て
き
て
、
そ
の

体
液
の
中
で
小
さ
な
細
胞
が
傷
の

補
修
を
行
い
ま
す
。
傷
を
「
消
毒
」

し
て
し
ま
う
と
、
こ
の
大
切
な
細

胞
が
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、

傷
の
治
り
を
悪
く
し
て
し
ま
う
の

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
泥
な
ど
で
汚

れ
た
傷
は
細
菌
も
多
く
、
そ
の
ま

ま
で
は
化
膿
し
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
大
切
な
の
は
「
洗

浄
」
で
あ
り
「
消
毒
」
で
は
な
い

の
で
す
。
ち
な
み
に
「
ガ
ー
ゼ
」

で
傷
を
覆
う
と
、
こ
の
大
切
な
体

液
を
吸
収
し
て
し
ま
い
、
や
は
り

傷
の
治
り
を
悪
く
す
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
傷
の
水
分
を
保
つ
特

殊
な
テ
ー
プ
で
保
護
す
る
の
が
理

想
的
と
い
わ
れ
て
い
て
、
最
近
で

は
薬
局
等
で
も
手
に
入
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
傷
は
乾
か
し
て
治

す
時
代
か
ら
、
潤
い
を
保
っ
て
治

す
時
代
に
変
わ
っ
た
の
で
す
。 

　
私
た
ち
坂
町
病
院
外
科
で
は
、

日
々
た
く
さ
ん
の
手
術
を
行
っ
て

い
ま
す
。
手
術
内
容
は
、
大
き
な

手
術
（
胃
や
大
腸
が
ん
等
）
か
ら

比
較
的
小
さ
な
手
術
（
脱
腸
、
痔
）

ま
で
多
種
多
様
で
す
。
最
近
で
は
、

傷
を
小
さ
く
し
て
体
へ
の
負
担
を

軽
く
す
る
た
め
に
、
腹
腔
鏡
と
い

う
カ
メ
ラ
を
使
っ
た
手
術
も
積
極

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

手
術
の
大
小
に
関
わ
ら
ず
、
体
に

は
傷
が
残
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
現

在
、
手
術
の
後
の
傷
は
、
特
殊
な

保
護
テ
ー
プ
で
覆
い
、
消
毒
は
一

切
し
て
い
ま
せ
ん
。
時
に
、
消
毒

も
し
て
く
れ
な
い
、
と
い
っ
た
不

満
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
は
傷
治
療

の
プ
ロ
と
し
て
、
日
々
勉
強
し
な

が
ら
治
療
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
日
常
生
活
で
出
来
た
傷
で
も
、

出
血
が
ひ
ど
か
っ
た
り
、
目
立
つ

場
所
で
傷
が
深
か
っ
た
り
す
る
場

合
は
、
傷
を
縫
合
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
傷
の
場
所
に
も
よ
り
ま

す
が
、
最
近
で
は
糸
で
縫
う
代
わ

り
に
、
テ
ー
プ
で
傷
を
閉
鎖
す
る

方
法
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
汚
れ

の
ひ
ど
い
傷
は
局
所
麻
酔
を
し
た

上
で
、
丹
念
な
洗
浄
が
必
要
な
場

合
も
あ
り
ま
す
。 

　
傷
の
治
療
は
最
初
が
肝
心
で
す

の
で
、
困
っ
た
と
き
は
医
療
機
関

に
相
談
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。 

 

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合

　
わ
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。 

　
☎
六
二
―
三
一
一
一 

　
六
月
六
日
、
関
川
村
民
会
館
ア

リ
ー
ナ
で
、
せ
き
か
わ
笑
楽
会
（
川

又
政
男
会
長
）
主
催
の
「
第
十
回

歌
と
お
ど
り
と
わ
ら
い
の
饗
宴
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
会
場
は
、
こ
の
日
を
楽
し
み
に

し
て
い
た
約
四
百
五
十
人
の
方
で

溢
れ
大
盛
況
。
内
容
も
、
歌
あ
り
、

踊
り
あ
り
、
寸
劇
あ
り
、
お
笑
い

シ
ョ
ー
あ
り
と
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、

催
し
物
が
始
ま
る
と
、
会
場
は
大

き
な
笑
い
声
と
拍
手
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
村
内
外
か
ら
も
た
く

さ
ん
の
方
が
出
演
さ
れ
ま
し
た
。

燕
市
出
身
の
演
歌
歌
手
・
金
子
清

子
さ
ん
が
ス
テ
ー
ジ
に
登
場
す
る

と
、
会
場
の
皆
さ
ん
は
金
子
さ
ん

の
歌
声
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
川
又
政
男
会
長
は
「
毎
年
、
大

盛
況
で
年
々
お
客
様
が
増
え
て
い

ま
す
。
大
変
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

お
客
様
は
神
様
で
す
」
と
喜
ん
で

い
ま
し
た
。 

人
生
明
る
く
　
そ
し
て
楽
し
く 

笑
う
門
に
は

福
来
た
る 
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みんなできてね！！ 

　　　梅雨から夏への移り変わりの季節。風邪などひかないよう体調管理には十分注意したいもので

　　すね。夏休みにたくさんの本を読んでくださいね。是非図書館に来て勉強してください！ 

「スーホの白い馬」 
モンゴル民話　Ｅア 

「桐島、部活やめるってよ」 
朝井リョウ作　９１３ア 

　スーホの白い馬は、モンゴルの
民話。モンゴルの伝統楽器「モリ
ンホール（馬頭琴）」の由来にま
つわる物語で「スーホーの白い馬」
とも言います。 

　バレー部の「頼れるキャプテン」
桐島が突然部活をやめた。それが
きっかけで、田舎の県立高校に通
う５人の生活に、小さな、しかし
確実な波紋が広がっていく…。 

みんなできてね！！ 

　
六
月
五
日
、
川
北
ふ
れ
あ
い
自

然
の
家
（
旧
川
北
小
学
校
）
で
「
放

課
後
こ
ど
も
教
室
開
校
式
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
小
学
校
一
年
生
か
ら

六
年
生
ま
で
の
児
童
約
四
十
人
と

保
護
者
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
に

い
ろ
い
ろ
指
導
を
し
て
く
れ
る
サ

ポ
ー
タ
ー
の
方
が
参
加
。
平
田
大

六
村
長
が
「
放
課
後
こ
ど
も
教
室

は
村
で
初
め
て
の
試
み
で
す
が
、

お
お
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

　
開
校
式
終
了
後
、
早
速
授
業
が

行
わ
れ
、
七
つ
の
班
に
分
か
れ
て

自
己
紹
介
。
そ
の
後
、
吹
ノ
沢
川

へ
移
動
し
、
子
ど
も
た
ち
は
川
の

中
へ
。
び
ち
ょ
び
ち
ょ
に
な
り
な

が
ら
も
、
あ
め
ん
ぼ
や
川
エ
ビ
、

ヤ
ゴ
を
採
る
な
ど
、
川
遊
び
を
満

喫
し
ま
し
た
。 

　
�
橋
な
つ
み
さ
ん
（
上
土
沢
・

五
年
）
は
「
川
遊
び
が
と
て
も
お

も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
今
度
は
み

ん
な
で
森
や
林
に
行
っ
て
み
た
い

で
す
」
と
初
め
て
の
授
業
に
満
足

し
て
い
ま
し
た
。 

　
放
課
後
こ
ど
も
教
室
に
は
、
四

十
四
人
の
児
童
、
二
十
人
の
サ
ポ

ー
タ
ー
が
登
録
し
て
い
て
、
毎
週

火
曜
日
が
活
動
日
の
予
定
で
す
。 

3（土）18（日）31（土） 

10（土）25（日） 

放課後こども教室開校式 
～地域の子は地域で育てよう～ 

�
平
田
大
六
村
長
か
ら
、
タ
キ
ギ 

　
の
集
め
方
を
学
び
ま
し
た
。 
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平

田

寛

幸
さ
ん 

（
下
関
保
育
園
保
育
士
・
平
内
新
） 

　今年の４月から関川村の保育士に採用された
平田寛幸さんに話を聞きました。 
 
―保育士になろうと思ったきっかけは？ 
　叔父に子どもが産まれ、その子と何度か関わ
って笑顔を見ているうちに、たくさんの子ども
たちの笑顔を見ることができる保育士に魅力を
感じ目指しました。 
 
―保育士になって心がけていることはあります
　か？ 
　とにかく汗をかき、子どもたちと走り回るこ
とです。私はまだ保育士として力が足りない部
分もありますし、園の子どもたちのこともよく
分かりません。しかし、ただ追いかけっこをし
ているだけでも子どもは笑顔になりますし、そ
の中で信頼関係を築き成長していければと思い
ます。 
 
―今、夢中になっていることはありますか？ 
　今は子どもたちのこと。仕事を少しでもたく
さん覚え、保育士として成長したいと思ってい
ます。また、私は体を動かすことが好きで時間
があるときは走ったりバスケットボールをして
います。 
 
―村民の皆さんにひと言お願いします。 
　毎日、子どもたちや先生方から多くのことを
学ばせてもらっています。保育士としての成長
はもちろんですが、村民としても村のことを知
り、行事などに積極的に参加し、関川村を盛り
上げていきたいと思っています。よろしくお願
いします。 

■
期
日
　
６
月
13
日 

■
会
場
　
新
発
田
市
カ
ル
チ
ャ
ー

　
　
　
　
セ
ン
タ
ー 

■
成
績 

―
柔
道
― 

▽
中
学
生
男
子
個
人
戦 

73
㎏
級 

　
第
１
位
　
高
橋
　
　
慎
（
大
石
） 

　
第
３
位
　
佐
藤
　
朋
典
（
安
角
） 

▽
中
学
生
女
子
個
人
戦 

52
㎏
級 

　
第
３
位
　
須
貝
梨
菜
子
（
高
田
） 

57
㎏
級 

　
第
２
位
　
長
谷
川
夏
帆
（
下
関
） 

70
㎏
級 

　
第
２
位
　
佐
藤
　
彩
花
（
下
関
） 

70
㎏
超
級 

　
第
２
位
　
近
　
　
千
穂
（
上
関
） 

▽
中
学
生
女
子
団
体
戦 

　
第
２
位
　
関
川
中
学
校 

―
剣
道
― 

▽
中
学
生
女
子
個
人
戦 

　
第
３
位
　
伊
藤
　
千
夏
（
南
中
） 

▽
中
学
生
女
子
団
体
戦 

　
第
３
位
　
関
川
中
学
校 

   

■
期
日
　
６
月
７
日 

■
会
場
　
村
ス
ポ
ー
ツ
公
園 

■
成
績 

▽
優
　
勝
　
下
　
関 

▽
準
優
勝
　
上
関
ブ
ル
ー
バ
ー
ド 

▽
第
３
位
　
四
ケ
字
ド
リ
ー
ム
ス 

▽
　
同
　
　
高
田
ホ
ー
ク
ス 

   

■
期
日
　
６
月
７
日 

■
会
場
　
サ
ン
コ
ー
72
カ
ン
ト
リ

　
　
　
　
ー
ク
ラ
ブ
（
群
馬
県
） 

■
成
績 

―
11
歳
以
下
女
子
の
部
― 

▽
第
６
位
　
瀬
賀
百
花 

　
　
　
　
　
　
（
６
年
・
下
関
）

※
全
国
大
会
（
京
都
府
）
へ
出
場 

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

　
少
年
武
道
大
会 

　
六
月
九
日
、
村
民
会
館
大
ホ
ー

ル
を
会
場
に
青
少
年
育
成
関
川
村

民
会
議
（
伝
信
男
会
長
）
の
総
会

が
開
催
さ
れ
、
関
係
者
約
七
十
人

が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
総
会
で
は
、
伝
信
男
会
長
が
「
今

年
は
新
し
く
関
川
小
学
校
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
小
学
校
の
活
動

や
支
援
に
つ
い
て
十
分
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

事
業
報
告
や
決
算
、
平
成
二
十
二

年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
案
な
ど

が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。 

　
総
会
後
は
、
関
川
小
学
校
の
川

村
三
千
男
校
長
を
講
師
に
招
き 

「
新
生
、
関
川
小
学
校
の
学
校
づ

く
り
に
つ
い
て
〜
鉄
は
熱
い
う
ち

に
打
て
〜
」
と
題
し
た
講
演
会
を

開
催
。
講
演
の
中
で
川
村
三
千
男

校
長
は
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
者
の
方
々
の
学
校
に
対
す

る
想
い
が
強
い
う
ち
に
、
学
校
と

し
て
様
々
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。
皆
さ
ん
に
も
学
校
活

動
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
新
し
い
学
校
づ
く
り
に
対
す
る

想
い
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

〜
青
少
年
育
成
関
川
村
民
会
議
〜 

関
川
小
学
校
の 

　
　

学
校
づ
く
り
に
つ
い
て 

第
20
回 

村
民
親
善
野
球
大
会 

チ
ャ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ニ
ア 

ゴ
ル
フ
オ
ー
プ
ン
南
関
東
大
会 



16広報せきかわ　2010・７月号 

　陸上競技大会が５月28日、胎内市総合グラウンド陸上

競技場で、各種大会が６月８日と９日、郡市内の各会場

でそれぞれ行われ、関川中学校の生徒がすばらしい成績

をおさめました。　　　　　（○数字は順位。敬称略） 

村上市・岩船郡 

中学校体育大会 
魅せた！関川っ子の「力」 

 

 

－男子－ 

100m〈２年〉①近　聖太（宮前）12秒50 

　　〈共通〉⑧近　聖太（宮前・2年）12秒57 

200m〈２年〉⑤佐藤広樹（高田）27秒16 

800m〈共通〉⑦磯部　晃（上関・3年） 

　　　　　　　　　　　　　　　　2分24秒06 

1500m〈１年〉⑥山口大知（下関）5分26秒54 

　　〈２年〉⑥加藤護男（鮖谷）4分50秒55 

　　〈３年〉⑦磯部　晃（上関）4分59秒12 

110mH〈共通〉①近　聖太（宮前・2年） 

　　　　　　　　　　　　17秒44　※大会新 

　　　　　　②津野祐真（湯沢・3年） 

　　　　　　　　　　　　18秒10　※大会新 

走高跳〈共通〉③高井和人（湯沢・3年）1ｍ40㎝ 

走幅跳〈１年〉⑥小野周平（下関）3ｍ73㎝ 

　　　　　　⑧�橋勝幸（鮖谷）3ｍ52㎝ 

　　〈３年〉①野澤和希（辰田新）5ｍ31㎝ 

　　〈共通〉③野澤和希（辰田新）5ｍ31㎝ 

三段跳〈共通〉①野澤和希（辰田新・3年） 

　　　　　　　　　　　　　　　　11ｍ35㎝ 

400mR〈低学年〉⑤�橋勝幸（鮖谷・1年） 

　　　　　　　　　佐藤広樹（高田・2年） 

　　　　　　　　　小野周平（下関・1年） 

　　　　　　　　　加藤護男（鮖谷・2年）　　

　　　　　　　　　　　　　　　　55秒38 

　　　〈共　通〉③野澤和希（辰田新・3年） 

　　　　　　　　　高井和人（湯沢・3年） 

　　　　　　　　　津野祐真（湯沢・3年） 

　　　　　　　　　近　聖太（宮前・2年） 

　　　　　　　　　　　　　　　　49秒46 

 

 

 

 

 

 

 

 

－女子－ 

100m〈１年〉②平田里奈（滝原）14秒53 

　　〈２年〉⑦渡辺　舞（上関）15秒51 

　　〈３年〉⑥込山千夏（上関）14秒97 

　　　　　　⑧須貝茅里（高田）15秒99 

　　〈共通〉⑥平田里奈（滝原・1年）14秒57 

200m〈１年〉①平田里奈（滝原）30秒30 

　　　　　　④渡辺　渚（下関）33秒68 

　　〈２年〉⑦山本智夏（滝原）32秒04 

　　〈３年〉②近　美里（辰田新）29秒67 

　　〈共通〉②近　美里（辰田新・3年）29秒66 

　　　　　　⑤平田里奈（滝原・1年）30秒76 

800m〈１年〉③渡辺　唯（大島）2分56秒46 

　　〈３年〉②鈴木可奈子（下関）2分46秒62 

　　〈共通〉④鈴木可奈子（下関・3年） 

　　　　　　　　　　　　　　　　2分46秒62 

100mH〈共通〉①安達ななえ（大石・3年）17秒70 

　　　　　　③須貝茅里（高田・3年）20秒84 

走高跳〈共通〉②山本智夏（滝原・2年）1ｍ20㎝ 

走幅跳〈１年〉⑤渡辺　彩（上関）3ｍ42㎝ 

　　　　　　⑧渡辺　渚（下関）3ｍ07㎝ 

　　〈２年〉⑦田村美樹（平内新）3ｍ18㎝ 

　　〈３年〉①近　美里（辰田新）4ｍ39㎝ 

　　　　　　⑥込山千夏（上関）3ｍ52㎝ 

　　〈共通〉①近　美里（辰田新・3年） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　4ｍ56㎝ 

砲丸投〈共通〉④鈴木ひかる（下関・2年）7ｍ89㎝ 

　　　　　　⑥田村　和（大島・2年）7ｍ62㎝ 

四種競技〈共通〉①安達ななえ(大石・3年）　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　1,436点 

400mR〈低学年〉②渡辺　彩（上関・1年）　　

　　　　　　　　　渡辺　舞（上関・2年） 

　　　　　　　　　鈴木ひかる（下関・2年） 

　　　　　　　　　平田里奈（滝原・1年） 

　　　　　　　　　　　　　　　　1分00秒77 

　　 〈共　通〉②込山千夏（上関・3年） 

　　　　　　　　 鈴木可奈子（下関・3年） 

　　　　　　　　 近　美里（辰田新・3年） 

　　　　　　　　 安達ななえ（大石・3年） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　 56秒66 

■軟式野球　①下越出場 

■バスケットボール　⑤下越出場 

■バレーボール　①下越出場 

■ソフトテニス〈女子団体〉③下越出場 

〈女子個人〉以下2組が下越出場 

⑤伊藤佳奈子(南中・3年)・須貝美紅(下関・3年)組 

⑤坂爪喜子(中束・3年)・安達ななえ(大石・3年)組 

■卓球〈男子団体〉予選リーグ④ 

■柔道　団体・個人とも下越出場 

〈男子団体１部〉②〈男子団体２部〉③ 

〈男子個人〉 

　55㎏級　①阿部岳晃（金丸・2年） 

　60㎏級　①加藤　聡（鮖谷・3年） 

　73㎏級　①高橋　慎（大石・3年） 

　　　　　③佐藤朋典（安角・3年） 

　　　　　③加藤裕一（鮖谷・2年） 

〈女子団体〉① 

〈女子個人〉 

　57㎏以下級　①須貝梨菜子（高田・3年） 

　　　　　　　②長谷川夏帆（下関・2年） 

　63㎏超級　　①佐藤彩花（下関・3年） 

　　　　　　　②近　千穂（上関・2年） 

　　　　　　　③五十嵐優（湯沢・1年） 

■剣道　団体・個人とも下越出場 

〈男子団体〉②Ａチーム　③Ｂチーム　 

〈男子個人〉 

　②山口淳仁（大島・3年) 

　⑤田村啓輔（高田・3年） 

　⑤佐藤　涼（湯沢・3年） 

　⑤内山　舜（大島・3年） 

　⑤佐藤恭平（大島・3年） 

〈女子団体〉①Ａチーム　②Ｂチーム　 

〈女子個人〉 

　①伊藤千夏（南中・3年） 

　②津野結美（湯沢・3年） 

　③小島未悠（下関・2年） 

　⑤小澤美月（小見・3年） 

　⑤近　実菜（高田・3年） 

　⑤小沢萌衣（下関・3年） 

　⑤渡辺寧々（上関・3年） 

陸上大会 
各種大会 
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随
想
リ
レ
ー 

76

宮下絹恵 先生 
（関川小学校　４年担任） 

８月１日号は、関川中学校の渡辺幸樹先生に 

バトンタッチ！ 

　
木
曽
山
脈
の
裾
野
、
木
曽
川
の
源
流
付
近

に
「
巴
が
淵
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
淵
に
住

む
龍
神
が
、
平
安
時
代
末
、
巴
御
前
に
な
っ

た
と
か
、
巴
御
前
が
こ
の
淵
で
泳
い
だ
と
か

色
々
伝
説
が
あ
る
淵
で
す
。
巴
御
前
は
、
歴

史
に
名
を
残
す
木
曽（
源
）義
仲
を
慕
う
女
性

で
果
敢
に
戦
に
参
加
し
、
義
仲
と
と
も
に
京

の
都
へ
上
が
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
人
物
で
す
。 

　
こ
の
地
は
、
「
木
曾
路
は
す
べ
て
山
の
中

で
あ
る
」
の
書
き
出
し
で
知
ら
れ
る
夜
明
け

前
（
島
崎
藤
村
）
の
舞
台
と
な
る
地
で
も
あ

り
、
私
の
故
郷
で
す
。 

　
子
ど
も
の
頃
、
木
曽
川
の
ほ
と
り
に
あ
る

「
水
晶
岩
」
に
登
り
つ
き
、
何
人
か
の
や
ん

ち
ゃ
仲
間
と
岩
を
削
っ
た
り
、
お
に
ぎ
り
を

作
り
山
に
登
り
一
日
過
ご
し
た
り
、
古
家
の

軒
先
に
積
ん
だ
山
の
よ
う
な
古
い
漫
画
雑
誌

を
読
み
あ
さ
っ
た
り
…
。
子
ど
も
の
頃
の
毎

日
は
、
大
自
然
の
中
で
、
わ
く
わ
く
ド
キ
ド

キ
の
連
続
で
し
た
。
関
川
村
の
雄
大
な
自
然

は
、
そ
の
多
く
が
私
の
故
郷
木
曽
と
重
な
る

せ
い
か
、
心
が
落
ち
着
く
ホ
ッ
と
す
る
場
所

で
あ
り
ま
す
。 

　
雄
大
な
自
然

の
中
の
子
ど
も

た
ち
へ
の
思
い

は
、「
自
由
闊
達

に
学
び
、
恐
れ

ず
勇
敢
に
物
事

に
立
ち
向
か
お

う
」
と
い
う
こ

と
で
す
。 

　
緑
か
が
や
き
、
陽
光
溢
れ
る
六
月

は
「
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る
村

づ
く
り
」
を
目
指
し
歩
き
続
け
て
い

る
私
た
ち
を
勇
気
づ
け
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
す
ば
ら
し
い
自
然
の
パ
ワ
ー
を

頂
き
な
が
ら
、
自
然
と
の
共
生
と
村

民
と
の
協
働
で
村
長
の
目
指
す
理
想

郷
づ
く
り
に
尽
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。 

　
さ
て
、
三
月
十
日
に
開
か
れ
た
議

会
に
お
い
て
の
施
政
方
針
を
聴
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
中
に

「
村
民
全
員
の
参
加
」
「
村
民
の
意

見
を
お
聴
き
し
な
が
ら
…
」
「
村
民

と
行
政
と
の
協
働
」
等
、
村
民
の
協

力
を
呼
び
掛
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
そ
れ
は
、
「
村
民
に
よ
る
村

民
の
た
め
の
村
民
の
政
治
」
を
積
極

的
に
行
お
う
と
す
る
決
意
の
言
葉
だ

と
受
け
止
め
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

「
む
ら
づ
く
り
総
括
推
進
本
部
」
の

活
動
を
活
発
化
さ
せ
、
新
た
に
三
つ

の
基
本
方
針
の
具
体
化
と
基
本
条
例

の
検
証
を
行
う
四
つ
の
部
会
を
設
置

し
、
村
民
の
意
見
を
お
聴
き
し
て
、

具
体
的
な
政
策
に
練
り
上
げ
る
こ
と

に
す
る
力
強
い
方
針
を
示
さ
れ
ま
し

た
。 

　
ま
た
、
第
五
次
総
合
計
画
も
平
成

十
八
年
に
十
年
計
画
と
し
て
認
定
さ

れ
て
あ
り
ま
す
が
、
ぜ
ひ
実
現
に
向

け
て
議
会
は
も
ち
ろ
ん
、
村
民
一
体

と
な
っ
て
推
進
で
き
る
よ
う
陣
頭
指

揮
を
お
願
い
し
ま
す
。
第
一
節
か
ら

五
節
の
二
十
六
項
あ
る
施
策
は
ど
の

項
と
も
実
現
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

も
の
ば
か
り
で
す
が
、
そ
の
中
で
も

最
重
要
な
も
の
か
ら
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
一

村
民
と
し
て
切
望
い
た
し
ま
す
。
晴

れ
渡
る
六
月
の
空
の
よ
う
に
、
こ
の

村
の
未
来
が
明
る
く
展
望
で
き
る
よ

う
な
施
策
を
村
民
一
体
と
な
っ
て
今

こ
そ
実
現
す
る
よ
う
に
、
村
長
の
陣

頭
指
揮
を
発
揮
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
切
に
お
願
い
し
ま
す
。 

坂
上
　
進
（
上
関
） 

ひ
か
り 

と
も
え 

じ

ゆ
う
か
っ
た
つ 

投

書

 

巴 が 淵  

　村が国の交付金を受けて進める「光ファイバ網」

の整備工事が七月から本格化します。 

　光ファイバ網の整備後、ＮＴＴ東日本によって

サービスが開始される予定の「フレッツ光」の仮

申し込み状況は、420件ほどになっています。仮

申し込みを頂いた皆さんへは、工事の完成時期に

あわせてＮＴＴ東日本から本契約の案内がありま

す。 

　また、「フレッツ光」仮申し込みは現在も役場

総務課で受け付けています。 

　工事期間中、ご迷惑をお掛けしますがご協力を

お願いします。 

　問い合わせ先 

　　総務課企画財政班　TEL 6 4 － 1 4 7 6

光ファイバ網整備工事が本格化 
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関川村食生活改善推進員の皆さん 

・ゆで大豆　80g　・干しひじき　５g（大さじ１） 

・油揚げ　１/２枚　・人参　20g 

・サラダ油　小さじ１/２　・だし汁　カップ１/２ 

・しょう油、砂糖、みりん　各小さじ１ 

 

大豆とひじきの煮物 
　良質タンパク質などが豊富な大豆と、カルシウ

ム、食物繊維、鉄を多く含むひじきを使った長期

間保存できる煮物です。ご飯に加えて混ぜご飯に

したり、卵焼きに加えたりアレンジもできます。 

①ひじきは水でもどしてざるにとります。 

②油揚げは湯通ししてから、半分に切り、薄切りに

　します。人参は千切りにします。 

③鍋に油を入れ、大豆・ひじき・人参を炒めたら、

　だし汁と調味料を加えて煮つめます。 

 

笑
み
浮
か
べ
吾
に
寄
り
く
る
人
な
る
に
　
　
　
　

須
貝
　
恵
美 

思
い
だ
せ
ず
に
戸
惑
い
て
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
高
田
） 

山
鳩
の
含
み
声
き
く
雑
木
山
森
林
遠
く
声
の
　
　

佐
藤
　
庄
七 

仏
法
僧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
愛
広
苑
） 

苗
を
買
う
人
で
賑
わ
う
市
の
道
懐
か
し
き
顔
　
　

小
池
　
啓
子 

挨
拶
弾
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
下
関
） 

み
ち
の
く
の
工
人
ま
つ
り
に
並
べ
ら
れ
し
　
　
　

渡
辺
千
恵
子 

木
通
の
籠
は
山
の
幸
は
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
上
関
） 

76

短

　

歌 

（２人分） 

藤
の
花
咲
き
つ
ぐ
峠
越
え
て
来
て
　
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い 

農
道
に
菜
の
花
二
本
居
丈
高
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
　
ノ
ブ 

新
緑
に
国
宝
展
の
至
福
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　

渋
谷
　
く
に 

夏
菓
子
の
色
涼
し
げ
に
お
茶
の
席
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ 

一
両
や
青
田
を
抜
け
て
定
時
着
く
　
　
　
　
　
　

青
木
　
慶
一 

木
の
葉
と
ぶ
雲
の
走
り
や
春
浅
し
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
貞
子 

関

川

俳

句

の

会

作

品

 



せ
き
か
わ
川
柳
会
作
品
「
比
べ
る
」「
深
刻
」 
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新
調
の
鍋
を
こ
が
し
た
長
電
話
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い 

遠
足
の
大
き
な
リ
ュ
ッ
ク
も
う
れ
し
そ
う
　
　
　

佐
藤
　
ノ
ブ 

物
忘
れ
い
よ
い
よ
来
た
か
と
身
構
え
る
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ 

す
ぐ
比
較
し
た
が
る
親
の
参
観
日
　
　
　
　
　
　

平
田
　
千
恵 

新
緑
の
小
鳥
と
共
に
わ
ら
び
取
り
　
　
　
　
　
　

本
間
　
イ
ミ 

さ
な
ぶ
り
の
主
役
に
な
る
の
は
孫
子
供
　
　
　
　

船
山
義
次
郎 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
川
口
） 

窓
の
外
田
ん
ぼ
の
に
ぎ
わ
い
懐
か
し
い
　
　
　
　

大
沼
　
タ
ツ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
沢
） 

ゼ
ン
マ
イ
の
綿
を
取
っ
て
は
語
り
合
う
　
　
　
　

高
橋
　
永
治 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
金
又
） 

花
の
下
新
入
生
も
花
ざ
か
り
　
　
　
　
　
　
　
　

野
沢
　
政
雄 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
関
） 

お
弁
当
楽
し
い
旅
行
思
い
出
す
　
　
　
　
　
　
　

近
　
タ
ツ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
辰
田
新
） 

ふ
れ
あ
い
に
来
る
の
が
一
番
楽
し
み
だ
　
　
　
　

渡
辺
　
イ
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
関
） 

　
高
橋
喜
作
さ
ん
は
関
川
村
議
会
議

員
を
は
じ
め
農
業
委
員
会
委
員
、
森

林
組
合
長
理
事
、
財
団
法
人
関
川
村

自
然
環
境
管
理
公
社
理
事
長
、
関
谷

農
業
協
同
組
合
理
事
な
ど
を
務
め
、

関
川
村
の
産
業
、
福
祉
、
文
化
の
向

上
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
。 

　
明
治
四
十
五
年
二
月
六
日
北
蒲
原

郡
乙
村
横
道
に
仲
村
石
蔵
の
三
男
と

し
て
生
ま
れ
た
。
昭
和
二
年
三
月
北

蒲
原
郡
乙
村
立
大
出
高
等
小
学
校
卒

業
。 

　
昭
和
十
八
年
十
二
月
一
日
関
川
村

大
石
高
橋
正
三
家
の
婿
養
子
と
な
る
。 

　
昭
和
二
十
年
一
月
十
五
日
充
員
召

集
に
よ
り
舞
鶴
海
兵
団
入
団
。
昭
和

二
十
年
九
月
一
日
復
員
。 

　
昭
和
四
十
二
年
八
月
衆
望
を
担
っ

て
関
川
村
議
会
議
員
に
就
任
。
三
期

十
二
年
間
の
長
き
に
わ
た
っ
て
活
躍
。

特
に
昭
和
四
十
六
年
八
月
か
ら
二
年

間
は
産
業
常
任
委
員
会
副
委
員
長
、

昭
和
五
十
年
八
月
か
ら
の
二
年
間
は

社
会
土
木
常
任
委
員
会
委
員
長
を
歴

任
。
初
当
選
し
て
間
も
な
く
昭
和
四

十
二
年
八
月
二
十
八
日
羽
越
水
害
が

発
生
。
関
川
村
は
壊
滅
的
被
害
を
被

っ
た
。
村
民
の
災
害
へ
の
不
安
と
恐

怖
を
解
消
さ
せ
る
た
め
、
関
川
村
は

荒
川
上
流
部
に
洪
水
調
節
ダ
ム
建
設

の
必
要
性
を
国
に
訴
え
、
昭
和
四
十

五
年
「
大
石
ダ
ム
」
の
実
施
計
画
が

定
め
ら
れ
た
。
大
石
集
落
の
総
代
で

産
業
常
任
委
員
会
副
委
員
長
を
務
め

て
い
た
高
橋
喜
作
さ
ん
は
ダ
ム
用
地

と
し
て
自
ら
の
土
地
を
提
供
す
る
と

共
に
用
地
の
確
保
の
取
り
ま
と
め
役

と
し
て
尽
力
。
そ
の
功
績
は
誠
に
大

き
か
っ
た
。
ま
た
社
会
土
木
常
任
委

員
長
と
し
て
老
人
憩
い
の
家
「
む
つ

み
荘
」
建
設
事
業
、
川
北
小
学
校
改

築
事
業
に
関
わ
り
、
特
に
老
人
憩
い

の
家
完
成
と
利
用
促
進
に
努
め
た
功

績
は
大
き
い
。
ま
た
関
川
バ
イ
パ
ス

開
通
に
つ
い
て
も
委
員
長
と
し
て
村

当
局
と
協
力
し
て
諸
問
題
の
解
決
に

力
を
尽
く
し
た
。 

　
昭
和
四
十
六
年
五
月
か
ら
平
成
七

年
五
月
ま
で
関
川
森
林
組
合
の
理
事

を
務
め
、
そ
の
間
の
昭
和
六
十
一
年

か
ら
六
年
間
組
合
長
理
事
と
し
て
林

業
の
振
興
と
組
織
基
盤
の
強
化
に
努

め
る
と
共
に
林
道
改
良
及
び
林
道
鋪

装
事
業
の
推
進
に
尽
力
し
た
。 

　
ま
た
大
石
ダ
ム
の
完
成
と
共
に
整

備
さ
れ
た
大
石
ダ
ム
湖
畔
県
民
休
養

地
の
中
核
施
設
「
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
大

石
」
の
管
理
運
営
を
主
目
的
に
設
立

さ
れ
た
財
団
法
人
「
関
川
村
自
然
環

境
管
理
公
社
」
の
初
代
理
事
長
に
就

任
。
逐
次
業
務
を
拡
大
し
関
川
村
の

観
光
施
設
全
て
を
管
理
で
き
る
ま
で

に
発
展
さ
せ
関
川
村
の
観
光
振
興
に

寄
与
し
た
。
多
く
の
公
職
を
歴
任
し

多
大
な
功
績
を
あ
げ
、
平
成
十
二
年

四
月
勲
六
等
瑞
宝
章
を
受
章
。 

　
九
十
八
歳
の
高
齢
で
あ
る
が
、
か

く
し
ゃ
く
と
し
て
庭
木
の
剪
定
に
励

み
、
毎
日
欠
か
さ
ず
缶
ビ
ー
ル
一
本

の
晩
酌
を
嗜
ん
で
い
る
。 

○
高
橋
家
の
系
図 

　
先
祖
　
　
　
十
五
代 

　
彦
四
郎
…
正
三 

　
　
　
　
　
　
　
喜
作
―
正
衞 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
の
家

春
の
句
会

作
品 

執筆者：佐藤貞治（「せきかわ歴史とみちの館」館長） 

高 橋 喜 作  
　　　　　　（大石在住） 
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ウワバミソウ（ミズナ） 

　ウワバミソウはイラクサ科の宿根草で、関川村

ではミズ、ミズナの名称が通り良いですね。ウワ

バミソウの名前の由来は、無数に生えた茂みから

今にもウワバミ（大蛇）が出てきそうなところか

ら付けられたといわれています。雄雌の別があり、

同じ茎なら雄花（柄あり）が先に咲き、それが終

わった後に雌花（柄なし）が咲くので、同じ茎に

雄雌の花は同時に見られません。日本全土の山地

の谷筋の湿った場所に自生しますが、西日本には

少ないそうです。 

栽培方法　山野草というより山菜と

して有名で、山野草として栽培する

のは斑入り種が主になります。用土

は赤玉土と鹿沼土を同等に混合し、

水持ちの良い用土で加湿気味に育て

ます。あまり肥培すると草丈が高く

なりすぎるので、肥料は少なめが良

いでしょう。夏から秋にかけてむか

ごができるので、増殖はむかごの直

播で行います。山菜として茎を食し

ますが、むかごを湯がくとおいしい

ビールのつまみになるので、ぜひ食

してみてください。 

◆六聖園（富樫幸子・上関） 

颯　太ちゃん（５歳） 

彩　奈ちゃん（５歳） 

そう　　 た 

あや　　 な 

　颯太は元気いっぱいで外で遊ぶことが大好きです。彩奈は世話好きで、

いつも颯太のことを気にしています。今、二人が夢中になっていること

は、自転車乗りです。遊び相手、喧嘩相手としてずっと一緒の二人なの

で切磋琢磨して大きくなってくれればと願っています。 

●５月16日～６月15日までの届出● 

平成22年５月末現在　（　）は前月対比 

世 帯 数　　2,056世帯（＋１） 
総 人 口　　6,730 人（＋５） 
　 男 　　　3,210 人（－１） 
　 女 　　　3,520 人（＋６） 

転入　19人　　転出　10人 

出生　４人　　死亡　８人 （　　　　　　　　） 

す えな がくお 幸 せ に  

ごめい福をお祈りいたします 
今　　三郎　さん　　66歳　　金　丸 

田島　孝吉　さん　　84歳　　下　関 

伊藤　茂治　さん　　95歳　　大　島 

中束　辰雄　さん　　69歳　　中　束 

田村亥三武　さん　　87歳　　大　島 

山口マスイ　さん　　92歳　　辰田新 

新野　敬吉　さん　　90歳　　南赤谷 

新野与四夫　さん　　92歳　　南赤谷 

�橋　クラ　さん　　91歳　　大　石 

菅　　セキ　さん　　92歳　　南赤谷 

佐藤　嘉文　さん　　81歳　　松　平 

お誕生おめでとうございます 

渡邉晃夫さん　優子さん（沢） 

達　哉ちゃん（男）　下土沢 
　　　　　　南野彰宏・和子さん 

こはくちゃん（女）　鮖　谷 
　　　　　　川�哲也・パトリシアさん 

海　吏ちゃん（男）　八ツ口 
　　　　　　八幡　晃・菜摘さん 

たつ　　 や 

 

かい　　 り 

�もうすぐ夏本番です。子どもたちはプ

ールや海水浴に出かけたりと楽しいこと

が盛りだくさんですね。あちこちでせみ

やかえるの鳴き声が聞こえると夏って感

じがします。風鈴の音色は涼しげで良い

ですね。今年は猛暑か冷夏か・・・。ち

ょうど良い暑さがいいなぁ。　　（あ） 

　新　野　　桂　太　さん　南赤谷 

（　　原）　絵梨香　さん（村上市） 


